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１．工事の進捗状況

１．１ 東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事の概要

東京外かく環状道路 東名ジャンクションランプ
シールドトンネル・地中拡幅（北行）工事

：工事名称

中日本高速道路(株) 東京支社：発注者

前田・奥村・安藤・間特定建設工事共同企業体：施工者

泥土圧シールド
（シールド機外径φ13.95m、

セグメント外径φ13.7m）
延長 約1,47０m

：工事内容

東京都世田谷区大蔵～成城：工事箇所

１．２ 工事進捗状況（令和７年６月３０日現在）

東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事は令和６年１１月１日から令和７年６月３０日の間にセグメント４７リングから２１０リングまでの約２６２mの掘進作業を行った。
現在は本掘進を実施している。

【今回報告】

令和６年１１月1日～令和７年６月３０日

掘進実績 約２６２m（１６４R）

Aランプシールド

トンネル

A-A断面

A

A

Aランプシールドトンネル

延長：約1,470m

Aランプ

発進立坑

Aランプシールド
掘進済延長 約340ｍ

至 大泉JCT

至 東名JCT（仮称）

東名JCT（仮称）

至 大泉JCT

坑内状況

立坑状況
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２．再発防止対策を踏まえた工事の対応状況

第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会で、次の陥没・空洞の推定メカニズムを踏まえた再発防止対策を確認した。
掘進作業にあたっては、再発防止対策が機能していることを丁寧に確認し、施工状況や周辺環境をモニタリングしながら細心の注意を払い慎重に進めた。
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２．１ 東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事 添加材使用基本計画

第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会でとりまとめた、再発防止対策のシールド掘進地盤に適した選定等の結果を踏まえ、添加材は鉱物系、起泡溶液を適切に使用した。
各種モニタリングや排土性状を確認し、塑性流動性の悪化が懸念される場合は、添加材の配合や注入量等を調整し改善を図っていく。

添加材使用基本計画

今回報告区間：

約２６２ｍ（１６４Ｒ）

計画：起泡溶液

Aランプシールド

計画：起泡溶液

4
7

Ｒ

計画：鉱物系

計画：鉱物系

Hランプシールド

凡例

実績：鉱物系

実績：鉱物系

実績：起泡溶液

実績：鉱物系

今回報告区間：

約262ｍ（１６４Ｒ）

２
１

０
Ｒ

実績：鉱物系

実績：起泡溶液

9
0

Ｒ
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２．２ 塑性流動性とチャンバー内圧力のモニタリングと対応

２．２．１ 第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認された再発防止対策
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装備トルクの80%

２．２．２ 東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事での対応状況

（１）カッタートルク
掘進管理フローに基づき、掘進管理システムの監視モニターでカッタートルクをリアルタイムで監視し、管理値内で掘進できていることを確認した。

リング毎データ

掘進リング（Ｒ）

カッタートルクのリアルタイム掘進状況（１６１Ｒ）

カッター
トルク

（kNm）

圧送方式 ベルコン方式
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47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 121 123 125 127 129 131 133 135 137 139 141 143 145 147 149 151 153 155 157 159 161 163 165 167 169 171 173 175 177 179 181 183 185 187 189 191 193 195 197 199 201 203 205 207 209

（２）チャンバー内圧力勾配

掘進管理フローに基づき、掘進管理システムの監視モニターでリアルタイムおよびリング毎にチャンバー内圧力勾配の変化を監視し、理論圧力勾配と同じ傾向を示していること、圧
力勾配の傾き・直線性や下部チャンバー内圧力が大きくなるなどの異常がないことを確認した。理論圧力勾配よりもチャンバー内圧力勾配が低めになる傾向が見られており、固結シル
トの粘性の影響と考えられる。

掘進リング（Ｒ）

〇 土圧計（近似線算出に使用）

チャンバー内土圧計配置図（切羽から坑口を望む） チャンバー内圧力勾配リアルタイム監視状況（１６１Ｒ）

チャンバー内
圧力勾配

（kPa/m）

理論圧力勾配
チャンバー内圧力勾配

圧送方式 ベルコン方式

チャンバー内圧力勾配（近似直線）

下限値

上限値

〇 土圧計計測値
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■掘進停止中のリアルタイム塑性流動性の確認

休日掘進停止・再開時平日夜間掘進停止・再開時

１７９Ring掘進完了時（停止）
土圧分布（6/13 10:10）

１７８Ring掘進完了時（停止）
土圧分布（6/12 15:10）

掘進完了時（停止）

１８０Ringカッター起動前（停止）
土圧分布（6/16 8:20）

１７９ Ringカッター起動前（停止）
土圧分布（6/13 8:20）

掘進開始前（停止）

１８０Ringカッター起動時
土圧分布（6/16 8:40）

１７９Ringカッター起動時
土圧分布（6/13 8:30）

カッター起動時

１８０Ring掘進中（st1200mm）

土圧分布（6/16 9:40）

１７９Ring掘進中（st1250mm）

土圧分布（6/13 9:30）
掘進中
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チャンバー内圧力[kPa]

平日夜間・休日掘進停止から掘進再開までの間も施工データをリアルタイムで監視した。以下に平日夜間掘進停止、休日掘進停止から掘進再開までのチャンバー内圧力勾配データの
一例を示す。圧力勾配の直線性や傾きを確認しており、チャンバー内の塑性流動性悪化の兆候はなく、平日夜間掘進停止後・休日掘進停止後の掘進再開時のカッターの起動も円滑に行
われた。

当該区間は小土被り区間のため、掘進開始前（停止）にはチャンバー内圧力勾配が低下する傾向を示しているが、掘進停止に伴いチャンバー内に作用する推力が徐々に低減するため
と考えられる。なお、その状態で、地表面の異常やカッター起動時のトルク超過等の異常は発生しないことを確認しており、掘進開始後は速やかに理論圧力勾配となり、問題なく掘進
できることを確認している。

チャンバー内圧力[kPa]

チャンバー内圧力[kPa]

チャンバー内圧力[kPa]

チャンバー内圧力[kPa]
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■粒度分布試験結果

掘進リング（Ｒ）

排土の
粒度分布
（%）

（３）手触、目視、ミニスランプ試験、粒度分布
シールド施工熟練者によりリアルタイムでベルトコンベヤー上の掘削土の性状を目視するとともに、２回/日の頻度で採取し、手触、目視、ミニスランプ試験により排土性状の

変化を確認した。
２０リングに１回の頻度を基本として掘削土の粒度分布試験を実施し、塑性流動性の低下が懸念される粒度分布ではないことを確認した。

２００Ｒ１８０Ｒ１６０Ｒ１４０Ｒ１２０Ｒ１００Ｒ８０Ｒ６０Ｒ

手触・目視手触・目視手触・目視手触・目視手触・目視手触・目視手触・目視手触・目視

ミニスランプ 0.5ｃｍミニスランプ 1.5ｃｍミニスランプ 0.0ｃｍミニスランプ 0.5ｃｍミニスランプ 2.0ｃｍミニスランプ 1.5ｃｍミニスランプ 1.5ｃｍミニスランプ 1.0ｃｍ

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

・排土性状、塑性流
動性に問題なし

（上表の掘削土は、排土時に高分子材を添加しているもの）
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(粘⼟分)

(シルト分)

(砂分)

(礫分)
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２．３ 排土量管理について

２．３．１ 第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認した再発防止対策
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排土重量
（t）

２．３．２ 東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事での対応状況

（１）掘削土重量管理

添加材の全重量を控除した地山掘削土重量および添加材の重量を控除しない排土全重量について、掘進管理フローに基づき、前２０リング平均の排土重量と比較して大きなバラつき
がなく、管理値内で掘進できていることを確認した。

① ベルトスケール排土重量（添加材控除）（ｔ）

② ベルトスケール排土重量（全重量）（ｔ）

掘進リング（Ｒ）

掘進リング（Ｒ）

計測値 1次管理値 2次管理値

計測値 1次管理値 2次管理値

圧送方式 ベルコン方式

排土重量
（t）

圧送方式 ベルコン方式

1次管理値（+7.5％）

2次管理値（+15％）

2次管理値（-15％）

1次管理値（-7.5％）

1次管理値（+7.5％）

2次管理値（+15％）

2次管理値（-15％）

1次管理値（-7.5％）
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：計測値
：1次管理値
：2次管理値

■排土重量のリアルタイムの監視状況
ベルトスケールで計測した排土重量を掘進管理システムのモニターでリアルタイムに監視した。

排土重量リアルタイム監視状況（２００Ｒ）

排土重量（添加材控除） 排土重量（全重量）

掘進長（ｍｍ） 掘進長（ｍｍ）

排
土

重
量

（
t）

排
土

重
量

（
t）

：計測値
：1次管理値
：2次管理値

※計測値は掘進開始時の初期値を0で設定し、意図的に排土開始のタイミングを遅らせて所定の切羽圧力を保持している。
また、排土重量を計測するベルトスケールの位置がスクリューコンベヤーの後ろになるため初期の計測値が遅れて記録される。
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（２）掘削土体積管理

添加材全量を控除した地山掘削土体積および添加材全量を控除しない掘削土体積について、掘進管理フローに基づき、前２０リング平均の掘削土量と比較して大きなバラつきがなく、
管理値内で掘進できていることを確認した。

① 掘削土体積（添加材全量回収、添加材控除）（ｍ３）

② 掘削土体積（全体積）（ｍ３）

掘進リング（Ｒ）

掘進リング（Ｒ）

掘削土体積
（m3）

掘削土体積
（m3）

計測値 1次管理値 2次管理値

計測値 1次管理値 2次管理値

圧送方式 ベルコン方式

圧送方式 ベルコン方式

1次管理値（+7.5％）

2次管理値（+15％）

1次管理値（-7.5％）
2次管理値（-15％）

1次管理値（+7.5％）

2次管理値（+15％）

1次管理値（-7.5％）

2次管理値（-15％）

-12-



■掘削土体積のリアルタイムの監視状況
ベルトスケールで計測した排土重量から単位体積重量を用いて算出した掘削土体積を掘進管理システムの監視モニターでリアルタイムに監視した。

掘削土体積リアルタイム監視状況（２００Ｒ）

掘削土体積（添加材全量回収、添加材控除） 掘削土体積（全体積）

掘進長（ｍｍ） 掘進長（ｍｍ）

掘
削

土
体

積
（

m
3

）

掘
削

土
体

積
（

m
3

）

：計測値
：1次管理値
：2次管理値

：計測値
：1次管理値
：2次管理値

※計測値は掘進開始時の初期値を0で設定し、意図的に排土開始のタイミングを遅らせて所定の切羽圧力を保持している。
また、排土重量を計測するベルトスケールの位置がスクリューコンベヤーの後ろになるため初期の計測値が遅れて記録される。
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（３）排土率管理
掘進管理フローに基づき、ベルトスケールで計測した排土重量から添加材が全量回収されることを前提とし添加材の全重量を控除した地山重量から算出した排土率を確認した。

また、チャンバー内土砂の理論単位体積重量とチャンバー内圧力勾配から推定される単位体積重量を比較することにより添加材の地山への浸透量を評価し、それを考慮した排土率を
確認した。

排土率（浸透量考慮、添加材控除）が下限側の1次管理値を超過している傾向については、自立性の高い粘性土が卓越する地盤（土丹層）により、チャンバー内圧力勾配から推定され
る単位体積重量が適応しないこと等が要因であると推察され、参考扱いとしている。

① 排土率（添加材全量回収）

【参考】排土率（浸透量考慮、添加材控除）

掘進リング（Ｒ）

排土率
（％）

排土率
（％）

掘進リング（Ｒ）

計測値 1次管理値 2次管理値

計測値 1次管理値

圧送方式 ベルコン方式

圧送方式 ベルコン方式

上限

下限

1次管理値（+7.5％）

1次管理値（-7.5％）

2次管理値（+15％）

2次管理値（-15％）

1次管理値（+7.5％）

1次管理値（-7.5％）
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■排土率のリアルタイムの監視状況
「添加材が全量回収されていることを想定した排土率」と「添加材の浸透量を考慮した排土率」それぞれについて、掘進管理システムの監視モニターでリアルタイムに監視した。

※計測値は掘進開始時の初期値を0で設定し、意図的に排土開始のタイミングを遅らせて所定の切羽圧力を保持している。
また、排土重量を計測するベルトスケールの位置がスクリューコンベヤーの後ろになるため初期の計測値が遅れて記録される。
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排土率リアルタイム監視状況（２００Ｒ）

排土率（添加材全量回収） 【参考】排土率（浸透量考慮、添加材控除）

掘進長（ｍｍ） 掘進長（ｍｍ）

排
土

率
（

%
）

排
土

率
（

%
）

：計測値
：1次管理値

：計測値
：1次管理値
：2次管理値



1.0
1.1
1.2
1.3
1.4
1.5
1.6
1.7
1.8
1.9
2.0
2.1

47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101103105107109111113115117119121123125127129131133135137139141143145147149151153155157159161163165167169171173175177179181183185187189191193195197199201203205207209

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

47 50 53 56 59 62 65 68 71 74 77 80 83 86 89 92 95 98 101 104 107 110 113 116 119 122 125 128 131 134 137 140 143 146 149 152 155 158 161 164 167 170 173 176 179 182 185 188 191 194 197 200 203 206 209

(粘⼟分)

(シルト分)

(砂分)

(礫分)

チャンバー内圧力勾配から推定した単位体積重量

単位体積重量
（t/m3）

掘進リング（Ｒ）

■粒度分布試験結果

Bor単位体積重量
理論泥土単位体積重量
チャンバー内圧力勾配から算出した単位体積重量
突き固め試験による単位体積重量

※Bor単位体積重量は地山の単位体積重量であり、それ以外の単位体積重量
は添加材を含む単位体積重量となっているため一定の階差が生じている

掘進リング（Ｒ）

排土の
粒度分布
（%）

圧送方式 ベルコン方式
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２．４ 掘進管理項目および掘進管理基準に関する施工データ

２．４．１ 第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認した再発防止対策
赤枠に示す管理項目の施工データを次ページに示す。
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掘進推力

(kN)

#
掘進速度

(mm/分)

切羽圧力

(リング平均値)

(kPa)

裏込注入圧

最大値(kPa)

裏込注入率

(%)
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50,000

100,000

150,000

200,000
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装備推力の80%

0
5
10
15
20
25
30
35
40

47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 121 123 125 127 129 131 133 135 137 139 141 143 145 147 149 151 153 155 157 159 161 163 165 167 169 171 173 175 177 179 181 183 185 187 189 191 193 195 197 199 201 203 205 207 209

0
50
100
150
200
250
300
350
400

47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 121 123 125 127 129 131 133 135 137 139 141 143 145 147 149 151 153 155 157 159 161 163 165 167 169 171 173 175 177 179 181 183 185 187 189 191 193 195 197 199 201 203 205 207 209

上限圧力

下限圧力

0%

50%

100%

150%

200%

47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 121 123 125 127 129 131 133 135 137 139 141 143 145 147 149 151 153 155 157 159 161 163 165 167 169 171 173 175 177 179 181 183 185 187 189 191 193 195 197 199 201 203 205 207 209

上限圧力下限圧力

注入率100%

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119 121 123 125 127 129 131 133 135 137 139 141 143 145 147 149 151 153 155 157 159 161 163 165 167 169 171 173 175 177 179 181 183 185 187 189 191 193 195 197 199 201 203 205 207 209

切羽土圧+200kPa上限圧力

目標圧力 切羽土圧+100kPa

２．４．２ 掘進管理項目および掘進管理基準に関する施工データ
掘進管理フローに基づき、掘進推力、チャンバー内圧力について、管理基準値内で掘進できていることを確認した。
また、東名ＪＣＴ Ｈランプシールドトンネル工事にて発生したテールシール一部変状事象を受け、第２８回東京外環トンネル施工等検討委員会において確認された今後の対応として、

裏込注入圧の目標値を設定するなど、北多摩層（固結粘性土層）において、裏込材が地山にまわりにくいことに留意し、裏込材の注入量（裏込注入率）を確認しながら掘進を行った。

主働土水圧＋予備圧

全土被り土水圧＋予備圧

圧送方式 ベルコン方式

チャンバー内圧力
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マシン方向制御の掘進管理項目、およびセグメント位置について管理値内で掘進できていることを確認した。

■マシン方向制御

掘進リング（Ｒ）

■セグメント位置（蛇行量）

掘進リング（Ｒ）

圧送方式 ベルコン方式

圧送方式 ベルコン方式

1次管理値（+0.2°）

1次管理値（-0.2°）

2次管理値（+0.4°）

2次管理値（-0.4°）

1次管理値（+0.2°）

1次管理値（-0.2°）

2次管理値（+0.4°）

2次管理値（-0.4°）

1次管理値（+0.2°）

1次管理値（-0.2°）

2次管理値（+0.35°）

2次管理値（-0.35°）

1次管理値（+30ｍｍ）

1次管理値（-30mm）

2次管理値（+40mm）

2次管理値（-40ｍｍ）

1次管理値（+30ｍｍ）

1次管理値（-30mm）

2次管理値（+40mm）

2次管理値（-40ｍｍ）
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２．５ 再発防止対策を踏まえた掘進管理
２．５．１ 東名ＪＣＴ Ａランプシールドトンネル工事での対応状況

再発防止対策に示す掘進における管理フロー（切羽の安定管理、掘削土量）に基づき、リング毎に各掘進管理項目を監視し、マシンの調整や添加材注入量の調整等を行い、掘進した。
また、受注者内部の施工状況のモニタリング体制を強化するとともに、平時からの受発注者間の情報共有体制を構築している。令和６年２月１４日から掘進作業を実施しているが、
関係者への日々の掘進状況の定時報告等の情報共有を確実に実施している。緊急時には同様に速やかに情報共有がなされる体制を構築している。
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■受発注者間合同安全パトロールなどの状況

掘進状況報告会議受発注者間合同の安全パトロール

掘進管理状況日常点検安全教育
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３．地域の安全・安心を高める取り組みの対応状況

第２６回東京外環トンネル施工等検討委員会における地域の安全・安心を高める取り組みとして以下を確認した。
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トンネル縦断方向に概ね１００m間隔で振動・騒音測定することとしており、下図に示す箇所で測定を行った。結果については掲示板やHPで公表している。また、シールド直上付近
の位置で簡易計測器を用いた振動・騒音測定を実施し、電光掲示板で測定値を表示した。

令和６年11月１日から令和7年６月３０日において、シールド掘進に関する振動・騒音のお問い合わせは０件であった。

【簡易測定】

振動レベル（鉛直Z方向）、騒音レベル測定内容

掘進稼働日測定頻度

9時～17時（掘進作業時）測定時間

シールドマシン直上付近の公共用地1箇所測定位置

Z軸方向振動レベル（瞬間値）、騒音レベル（瞬間値）公表値

電光掲示板で自動掲示掲示方法

測定状況

測定位置

振動レベル（鉛直Ｚ方向）、騒音レベル、低周波レベル測定内容

トンネル縦断方向に概ね100ｍ間隔測定頻度

昼間掘進中、夜間停止中測定時間

マシン直上付近と影響範囲端部付近の公共用地３測点
低周波は直上のみ１測点

測定位置

（速報値）
振動レベルＬ１０（シールドマシン直上付近の１点）
騒音レベルＬＡ５（シールドマシン直上付近の１点）
（確定値）
振動レベルＬ１０
騒音レベルＬＡ５
低周波レベルＬ５０、ＬＧ５
※特異値（例:大型車両通過に伴う振動、緊急車両サイレンなど）を除外した数値

公表値

（速報値）
現地付近の掲示板等に掲示
（確定値）
ホームページと現地付近の掲示板等に掲示

掲示方法

【振動・騒音測定】

測定位置（進捗に合わせてシールドマシン直上付近を測定）

３．１ 振動・騒音対策

測定状況
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測定位置（測定日 令和7 年５月２１日）



＊振動レベル、騒音レベル、低周波レベルの測定はシールドマシン通過時にその直上付近で実施しています。
計測点はシールド マシン中心および影響範囲端部を基本とし、事業用地や公道などで実施しています。

＊上表は、特異値（例：大型車両通過に伴う振動、緊急車両サイレンなど）を除外した数値を示しています。
【振動レベル L  】 振動レベルをある時間測定したとき、全測定値の大きい方から １０%目の値を L  と表します。
【騒音レベル L  】 騒音レベルをある時間測定したとき、全測定値の大きい方から５%目の値を L  と表します。
【低周波レベル L  】 １～８０Hz の周波数範囲内をある時間測定したとき、全測定値の中央値を L  と表します
【低周波レベル L  】 １～２０Hz の周波数範囲内をある時間測定したとき、全測定値の大きい方から ５%目の値を L  と表します

５月２１日（水） １３:００～２１:００ 振動・騒音測定結果

振動 ： ａ1、ａ3（影響範囲端部付近）で停止中と掘進中で上昇傾向が確認されたが、規制基準値以内であった。
騒音 ： シールド工事の停止中と掘進中で明確な差異は確認されず、規制基準値以内であった。
低周波音 ： シールド工事の停止中と掘進中で明確な差異は確認されなかった。

a3a2a1

掘進中
最大

停止中
最大

掘進中
最大

停止中
最大

掘進中
最大

停止中
最大

503049405635
振動レベル

L  （dB）

565363565953
騒音レベル

L  （dB）

8784
低周波レベル

L  （dB）

8277
低周波レベル

L  （dB）

５月２１日
Aランプシールドマシン

掲示板【現在地】

振動、騒音計測点

a3
a1

a2
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３．２ 地表面変状の確認

①地表面計測
交差する公道上において水準測量により地表面変位をシールド通過まで１回／日、通過後１回／月の頻度で変位が収束するまで計測を実施する計画である。
測量結果については、地表面最大傾斜角、鉛直変位をホームページや現場付近に設置している掲示板にて１回／週の頻度で定期的に公表している。
今回の掘進区間における掘進前後の地表面最大傾斜角は１０００分の１ｒａｄ以下であることを確認した。

Aランプシールドマシン

至 東名JCT
（仮称）
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【地表面計測結果】

収束
確認値

収束
確認日

最大傾斜角（rad）基準値
計測日

測
線 2月14日2月7日1月31日1月24日1月17日1月10日1月3日12月20日12月13日12月6日11月29日11月22日11月15日11月8日11月1日

0.1/1,000令和７年３月７日0.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000/1,0000/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000/1,000令和６年１月２９日３

0.1/1,0000.1/1,0000/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000/1,000令和６年１月２９日４

0/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日５

収束確認最大鉛直変位（mm）基準値
計測日

測
線 収束確認値収束確認日前回計測値前回計測日2月14日2月7日1月31日1月24日1月17日1月10日1月3日12月20日12月13日12月6日11月29日11月22日11月15日11月8日11月1日

+4令和７年３月７日+5令和７年２月７日+5+4+4+4+4+4+3+4+3+3+4+4+4+4令和６年１月２９日３

+4+4+3+3+3+4+4+4+4+4+4+3+4+4+4令和６年１月２９日４

+1+1+2令和６年１月２９日５

※収束確認：通過後１回／月
の頻度で計測を実施し、
鉛直変位の変化量が前回
計測値から±１ｍｍ以内

収束
確認値

収束
確認日

最大傾斜角（rad）
基準値
計測日

測
線 6月27日6月20日6月13日6月6日5月30日5月23日5月16日5月9日5月2日4月25日4月18日4月11日4月4日3月28日3月21日3月14日3月7日2月28日2月21日

0.1/1,000令和７年４月４日0.1/1,0000.1/1,000令和６年１月２９日４

0/1,000令和７年４月４日0.1/1,0000.1/1,000令和６年１月２９日５

0.1/1,000令和７年５月９日0/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日６

0/1,000令和７年５月９日0/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日７

0/1,000令和７年５月２３日0/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日８

0/1,000令和７年６月９日0/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日９

0/1,000令和７年６月９日0/1,0000/1,0000/1,0000/1,0000/1,000令和６年１月２９日10

0.1/1,0000.0/1,0000.0/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,0000.1/1,000令和６年１月２９日11

0.3/1,0000.1/1,0000.4/1,0000.4/1,0000.4/1,0000.3/1,0000/1,000令和６年１月２９日12

0.3/1,0000.1/1,000令和６年１月２９日13

収束確認最大鉛直変位（mm）基準値
計測日

測
線 収束確認値収束確認日前回計測値前回計測日6月27日6月20日6月13日6月6日5月30日5月23日5月16日5月9日5月2日4月25日4月18日4月11日4月4日3月28日3月21日3月14日3月7日2月28日2月21日

+4令和７年４月４日+4令和７年２月２８日+4+4令和６年１月２９日４

+2令和７年４月４日+2令和７年２月２８日+2+2令和６年１月２９日５

+2令和７年５月９日+1令和７年４月４日+1+1+1+1+1+1-1令和６年１月２９日６

+2令和７年５月９日+2令和７年４月４日+2±0+1令和６年１月２９日７

+2令和７年５月２３日+2令和７年４月１８日+2+2+1±0+1令和６年１月２９日８

-2令和７年６月９日-2令和７年５月９日-2+1+1+1+1令和６年１月２９日９

+1令和７年６月９日+2令和７年５月９日+2+2+2+1+2令和６年１月２９日10

+4+3+3+5+5+5+4令和６年１月２９日11

+2+2+3+5+3+2+3令和６年１月２９日12

-4-2令和６年１月２９日13
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③巡回監視の強化
掘進時および掘進後概ね１ヶ月程度は２４時間体制でシールドマシンの掘進工事箇所周辺を徒歩等により巡視員が巡回を実施している。
また、 １ヶ月経過以降も掘進完了区間については、毎日１回の頻度で車両等または徒歩等により巡回を実施している。
これまで掘進工事箇所周辺において地表面変状等周辺の生活環境に影響を与える事象は確認されていない。

②ＭＭＳ（３Ｄ点群調査）、ＧＮＳＳ、合成開口レーダー
掘進作業を実施する前にＭＭＳ（３Ｄ点群調査）を実施済みであり、ＧＮＳＳや合成開口レーダーを活用して掘進完了区間の地表面変位の傾向の把握を継続して実施した。
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３．３ 地域住民の方への情報提供

掘進作業において、地域住民の方への情報提供として、シールド工事の掘進状況およびモニタリング
情報の提供を行っている。

具体的には、①工事のお知らせの配布頻度の見直し、②ホームページや現場付近の掲示板を用いた
シールド工事の掘進状況や計測結果のお知らせ、③施工データの適切な公表、④シールドマシン直上

付近での振動・騒音の値の公表および掘進位置の目印の設置を実施している。

①工事のお知らせの配布頻度の見直し
従来のシールド通過前１ヶ月に加え、通過前１週間、通過後にもお知らせの配布を実施している。

３．３．１ シールド工事の掘進状況、モニタリング情報の提供

通過１ヶ月前 通過１週間前 通過後
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②ホームページや現場付近の掲示板を用いたシールド工事の掘進状況や計測結果のお知らせ
東京外環事業のホームページに加え、新たに掲示板を設置するなどして工事の情報提供を行っている。

【掲示板への掲示例】
地表面変位モニタリング結果

【ホームページ】
シールドマシンの位置と振動・騒音等のモニタリング結果の公表

Aランプシールドトンネル

：掲示板の設置箇所

：Aﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞ(NEXCO中日本担当)
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③施工データの適切な公表
東京外環トンネル施工等検討委員会において確認した後、適切に公表していく。

④シールドマシン直上付近での振動・騒音の値の公表および掘進位置の目印の設置
シールドマシン直上付近での振動・騒音モニタリングについて、計測場所に電光掲示板を配置し振動・騒音のリアルタイムな値を表示している。
また、シールドマシン掘削位置を周辺地域住民の方へお伝えする目印を現地表示している。

【シールドマシン直上付近での振動・騒音の値（簡易計測値）の表示】

【掘進位置のお知らせ】

【振動・騒音リアルタイム表示】
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